A case of hemangiopericytoma in the pelvic retroperitoneum by 藤井, 靖久 et al.
Title後腹膜に発生したHemangiopericytomaの1例
Author(s)藤井, 靖久; 増田, 光伸; 広川, 信; 松下, 和彦; 朝倉, 茂夫




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
泌 尿紀 要38:811-815,1992 811
後腹膜 に発生 したHemangiopericytomaの1例
藤沢市民病院(部長 ・広川 信)
藤井 靖 久,増 田 光伸,広 川 信
藤沢市民病院中検病理
松 下 和 彦
朝倉泌尿器科医院
朝 倉 茂 夫
A CASE OF HEMANGIOPERICYTOMA IN THE PELVIC 
            RETROPERITONEUM
Yasuhisa Fujii, Mitsunobu Masuda and Makoto Hirokawa
From Department of  Urology, Fujisawa City Hospital
Kazuhiko Matsushita
From the Department of Pathology, Fujisawa City Hospital
Shigeo Asakura
From the Asakura Clinic
   A case of hemangiopericytoma in the pelvic retroperitoneal space is described. A 54-year-old-
male had a retroperitoneal mass which had been incidentally detected during evaluation of micro-
scopic hematuria. The pelvic arteriogram revealed an extremely hypervascular mass at the arterial 
phase and intensive, longlasting and well-demarcated tumor stain at the capillary phase, which were 
characteristic of hemangiopericytomas. Resection of the tumor was difficult due to a well developed 
vessel mesh around the tumor and adhesion to the surrounding tissues. The tumor weighed  45  g. 
The patient has remained free of disease for 29 months postoperatively. Since histopathological 
malignant features of hemangiopericytoma are still obscure, long term and close follow up is 
important. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 38:  811-815, 1992) 














































との強 い 癒着 が あ って 容 易 で なか った.400mlの 出
血 量 を み た.摘 出腫 瘍 は 大 き さ7.5×3.5×2・5cm,重
量45gで あ った.摘 出標 本 の割 面 は,肉 眼 的 に は淡
褐 色 でSPQnge様で あ った.
病 理 組 織 学 的 所 見:多 数 の毛 細 血 管 お よび拡 張 した
小 血 管 と,そ れ を 取 り巻 く卵 型 か ら紡 錘 形 のpericyte
様 の腫 瘍 細 胞 の 増 殖 か らな り,hemangiopericytoma
の 像 で あ った.分 裂 像 は ご く稀 で あ り,出 血 壊 死 は
み られ なか った(Fig.3).
悪 性 腫瘍 に準 じて,経 過 を厳 重 に 観 察 して い るが,
術 後2年5ヵ 月間,再 発 と転移 をみ とめ な い.
考 察
Hemangiopericytomaは,Stout&Murray1)に
よ り1942年に報 告 され た 血 管性 腫 瘍 で,多 数 の毛 細 血
管 の外 側 に 血 管 外 皮細 胞(P・・i・yt・)由来 の腫 瘍 細 包
が 増殖 す る のが 特 徴 で あ る.本 腫 瘍 は 毛細 血 管 の 存 在
す る全 身 のい た る場 所 に発 生 が み ら れ る.Enzinger
ら2)の106例の 集 計 に よれ ば,下 肢 に発 生 した もの が













藤井,ほ か 一血管外皮細胞腫 ・後腹膜腫瘍
またHemangiopericytomaは.後腹 膜 腫瘍 の うち で,
Lane5)の90例の集 計 で2例(2.2%),斉 藤 ら6)の243
例 の 集計 で7例(2.9%)と,稀 で あ る.自 験 例 は 本
腫 瘍 の後 腹 膜 原発 例 と して,本 邦37例 目7-14)であ る,

























平 均 最 大 径12.4cm(範 囲6-25cm)
寧:手 拳 大1例






平 均年 齢43.0歳,(範 囲7-76歳)
























































814 泌尿 紀 要38巻7号1992年 ・
例 が完 全 に 切 除 で きて い ない 大 出]fi1をみ た報 告3・7)も
散 見 され る.自 験 例 も小 さな もので あ った が,周IJI1と
強 く癒 着 し易 出血 性 で あ った ため,摘 出 は 容 易 で なか
った.安 易 に手 術 す るの は 危険 で,輸 血 の 十 分 な準 備
が 必要 で あ る.巨 大 なHemangiopericytornaに対
し,Smithら19),Smullensら20)は,術前 に 腫瘍 血 管
のembolizationを行 って か ら切 除 した経 験 を 述 べ,
そ の有 効 性 を 強調 して い る.
本 腫 瘍 で悪 性 の経 過 を と った もの は,Backwinkel
ら21)は52.2%,Binderら22)は73%と報 告 して お り,
予 後 は 良好 で な い.集 計 した 本邦 の 報告 例 は,ほ とん
どが2年 以 内 の 観察 で あ るに もか かわ らず,37例 中13
伊1(35%)にil藪移(月市611列,J]T-5{列,リンパ 節,屑'カミ
それ ぞれ3例)が み られ て い る.長 期 の追 跡 で再 発 転
移 率 は さらに 高 くな る こ とが 予想 され る こ とか ら,他
の 治療 を併 わ せ た 集学 的 治 療 も考 慮す べ きで あ る.
放射 線 治 療 が 有 効 で あ る とい う論 文 は 少 な くな い23).
Staplesら18)の報告 で は,手 術 で 完全 に 切 除 され た と
思 われ た7例 の うち で1例 のみ が腫 瘍 な しで 生存 し,
完 全 に 切除 で きな か った3例 を 含 む4例 の術 後 の 放 射
線 治療 で全 例 が腫 瘍 な しで生 存 して お り,放 射 線 治療
の有 効 性 が述 べ られ て い る.一 方 でBackwinkclら21)
は,5年 生存 率は 外 科 的 治療 のみ で53.1%,放射 線 療
法 のみ で13.3%,外 科 的 お よび 放 射線 治療 の併 用 で
33.3%であ り,放 射 線 治療 に よる予 後 の 改善 は な い と
してい る.化 学 療 法 に つ い て は,欧 米 でadriamycin
を 中心 と したregimenでの有 効 性 を 認 め る報告24)が
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